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１．はじめに  

 2015 年 9 月の記録的な大雨により，鬼怒川流域では各観測所で観測史上最

多雨量を記録し 1) ，洪水被害が発生したことは記憶に新しいところである．

また，過去には北海道においても，2011 年 9 月に発生した出水により音更川

の河岸が洗掘され，堤防が一部流失する被害が発生している．このような被

害を防止すべく治水安全度向上のため，河岸保護工事を実施しているが，水

際部が単調化するという環境面の問題が懸念される． 

このため，河岸保護工事の実施にあたり，多自然川づくり 2) の観点からも

多様な生息環境の創出を鑑みることは，環境との調和は元より水生生物の保

全を図る上でも重要となる． 

本稿では，図-1に示した 1 級河川十勝川水系音更川を対象とし，魚類等生

息環境に配慮した河岸保護工の検討を実施した． 

２．研究手法  

調査対象区域は，音更川において 2013 年度に

河岸保護工を実施した工事箇所から，水際環境が

異なる地点を抽出している．表-1 に示した調査

箇所 1-A,1-B は KP6.8 地点に存在し，河岸には土

砂が堆積している区間が多い．KP14.6 となる調

査箇所 2-A,2-B は水衝部が多い．ここで KP(キロ

ポスト)とは，河川合流点からの距離を表し，単

位は km である．調査箇所には，工事により発生

した根固めブロックを用いて，河岸保護工の前面

に図-2 下段に示したような突出物(以下，突き出

し工と称す)を縦断方向に約 50m 間隔で設置した．

これは，現地発生材を有効利用することで，コス

ト縮減のみならず建設副産物の発生抑制にも繋

がっている．  

一般的に護岸沿いの流路では，図-2 上段のような単調な流れとなり流速が速いことが多く，護岸部の魚類

や甲殻類の生息量は小さくなる 3) ．このため突き出し工による物理環境の変化，すなわち護岸設置による単

調な流れを多様な流れ場に回復させる効果が期待される．また，生物環境の変化としては，突き出し工周辺の

補足された土砂により，水際の植生が回復することで魚類等の生息場所を創出することができると考えられる． 

 突き出し工による効果を把握するため，魚類調査を実施した．調査期間は，2014 年 7 月と 9 月，2015 年 7

月と 9 月の合計 4 回実施した．調査に用いた器具は，タモ網(口径 40cm，目合 3mm)，サデ網(口径 100cm，目

合 9mm)，投網(網丈 5.7m，目合 12mm)，電撃補漁器(最大出力 990V，エレクトロフィッシャー社製)である． 

 キーワード 突き出し工，水制工，魚類，水生生物，北海道 
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図-2 突き出し工概略図 

表-1 調査箇所 
調査箇所 流況と河岸部の地形的特著

1-A 流量が少なく川幅が狭い．砂州に挟まれている．

1-B 流速が緩やかで川幅が広い．植生に乏しい．

2-A 流速が比較的速い．瀬が存在する．

2-B 河床洗掘と堆積が発生している．
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 これらの結果を基に，突き出し工設置後における物理環境の変遷による，魚類等生息状況の変化を把握する

こととした． 

３．結果と考察  

 図-3(a)に示した魚種の状況では，調査箇所 1-A,1-B 共に

2014 年と比較し 2015 年にはフクドジョウ及びイトヨの増

加が著しいが，ウグイ等の魚種は減少傾向にあった．この

要因として，突き出し工により緩やかな流れ場が形成され

たことや，水際部の植物が繁茂したことが影響したと考え

られた．フクドジョウやイトヨのような底生魚や遊泳力の

低い魚類の生息に適した環境となったことで，これらの種

は増加しウグイ等の遊泳力が高い魚種は他の環境へ移動し

たと推察された． 

 図-3(b)に示した調査箇所 2-A,2-B の結果においても，フ

クドジョウ及びイトヨの増加が著しい結果となった．調査

箇所 2-A, 2-B では 2014 年 7 月と比較し 2015 年 7 月は，僅

かながらニジマスの増加が確認されている．また，9 月の

調査では，2-B でウグイの増加も確認されている．これら

については，本流側の一部区間に流速が速い箇所が存在し

ており，このことが影響したと推察された．また，水際環

境の変化として，図-4からは小規模な出水は確認されてい

るが，流水の影響による大きな改変には至らずに，突き出

し工設置直後の環境が維持されている可能性も示唆された． 

４．まとめと今後の課題 

本稿は 1 級河川十勝川水系音更川を対象とした，河岸保

護工実施後における魚類等の生息環境に着目した検討を行

い，得られた知見を以下に示す． 

 突き出し工により，河岸部における流れの形態が変化す

ることで，多様な生息環境の創出が図られた． 

 本稿における対象区間では，特に底生魚や遊泳力の低い

魚類に適した環境となる傾向にあった． 

今回，2 カ年にわたる調査結果を比較し，上述のような結

果が得られたが，突き出し工の形状や設置間隔が影響する

ことも考えられることから，今後は対象区域の増加や継続

的な調査を実施し，より詳細な知見とデータを蓄積するこ

とで経時的な変化を把握していく予定である． 
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図-3 採捕魚種比較 

(a) 調査箇所 1〔KP6.8〕 

(b) 調査箇所 2〔KP14.6〕 

図-4 音更水位流量観測所(KP9.1)の水位状況 
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